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A. 国際会議の誘致とコンベンション開催支援



MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業

＜小事業名＞開催支援助成事業【拡充】 ＜事業費＞18,870,000円

＜事業概要＞
熊本市及び周辺地域で開催されるコンベンションの開催に対し、開催資金の一部を助成する事により、

MICEの開催促進を図る。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金 18,870,000円

＜事業実績・効果＞

※助成金の海外振込手数料30千円（4件）が上表と別に発生している

＜KPI＞ なし

＜課題・今後の展開＞
限りある財源を活用し、今後より効果的なMICE誘致・支援を実施するため、2026年度より支援
メニューの改正を行う。
（例：支援メニューの整理、特別助成金の交付額UP、新たなおもてなし制度 など）

2025年度開催件数（月ごと）単位：件

2025年度参加者数（地域別）単位：人

(※上記は支援実績に基づくもの)

地域別としては｢九州・沖縄｣が最多、｢東日本｣が
次点

開催月としては｢7月｣が最多、｢8月｣｢10月｣
が同数の次点

（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

1 CV開催助成金 19 6,090 48 16,570 72 14,240 75 15,850 74 12,690

2 スポーツCV開催助成金 14 2,800 25 4,720 18 2,400 22 2,550 17 1,850

3 CV誘致活動助成金 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

4 郷土芸能助成金 3 150 2 100 8 400 6 300 13 650

5 バス運行助成金 1 180 2 100 8 420 5 770 13 2,060

6 CV開催事務局員雇用経費助成金 3 230 1 90 1 180 4 330 0 0

7 スポーツキャンプ助成金 3 700 6 470 4 293 4 270 6 452

8 スポーツキャンプ誘致助成金 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

9 インセンテイブトラベル助成金 0 0 0 0 0 0 1 100 8 638

10 見本市・展示会開催助成金 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

11 アフターCVツアー実施助成金 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

12 開催準備資金貸付 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

13 ユニークベニュー利用促進助成金 1 500

合計 43 10,150 84 22,050 111 17,933 117 20,170 132 18,840

20252023 2024
№ 支援メニュー

2021 2022



＜小事業名＞物的支援事業【継続】 ＜事業費＞2,763,100円

＜事業概要＞
コンベンションの開催促進及びMICE主催者（参加者）のおもてなし向上を図るため、大会歓迎看板

の掲出をはじめとした、各種物的支援を行う。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金

・CVバッグ売上
・協会負担

1,696,181円
1,007,340円

59,579円

＜事業実績・効果＞

＜KPI＞ なし

＜課題・今後の展開＞
今後も物的支援を継続するとともに、開催助成金等の支援メニュー改正検討に合わせて、物的支援
メニューについても2026年度よりメニューの改正を行う。

【支援条件】

支援要件

1枚あたり100円

国際大会

県外参加者200人以上の全国大会

県外参加者及び宿泊者1,000人以上の九州・西日本大会

(熊本駅) 県外参加者1,000人宿泊者1,000人以上　1つを選択

(熊本空港) 県外参加者2,000人宿泊者2,000人以上　2つを選択

県外参加者3,000人宿泊者3,000人以上　3つを選択エアポール

コンベンションバック

内容

(主会場)

歓迎看板

コンベンションバッグ

歓迎看板

エアーポール

MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業

№ 支援メニュー

1 コンベンションバック

2 歓迎看板（主会場）

3 歓迎看板（熊本駅）

4 歓迎看板（熊本空港）

5 エアポール

2件

2件

2025

10,026枚

35件

1件

12,055枚

26件

2021

1,990枚

15件

4件

3件

6件

5件

3件

10件

2023

8,320枚

40件

7件

6件

8件

2024

11,537枚

41件

6件

7件

8件

2022



＜小事業名＞コンベンション特別助成事業【拡充】 ＜事業費＞8,000,000円

＜事業概要＞
熊本城ホールの開業（2019年）により、大規模コンベンションを誘致できる環境が整ったことを契機に、

都市間競争力を強化し、誘致を促進するため、「コンベンション特別助成」制度を創設。他都市との競
合案件等において、有利な誘致活動を行う。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金 8,000,000円

＜事業実績・効果＞

＜KPI＞ なし

＜課題・今後の展開＞
今後も大規模コンベンションを中心として誘致の強力な武器としていくとともに、国際会議の誘致及び
高い誘致成功を目的に、2026年度より交付額テーブルの改正を行う。

県内経済波及効果 単位：億円

※観光庁提供｢MICE簡易測定モデル｣にて算出

①の参加者数内訳（地域別）単位：人

大規模国際会議については、｢海外｣｢東日本｣から
の参加が多数を占め、大きな経済波及効果が見込
める

MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業

①ISPSD2025(第37回パワー半導体デバイス
国際シンポジウム) 【国際会議】
【交渉開始】2023年1月～
【開催期間】2025年6月1日～6月5日

（5日間）
【参加者数】866名
【助成金額】2,000千円

②ISEH 2025 第54回国際実験血液学会
【国際会議】
【交渉開始】2023年7月～
【開催期間】2025年9月24日～9月27日

（4日間）
【参加者数】411名
【助成金額】2,000千円

③GI Week 2026【全国大会】
【交渉開始】2023年10月～
【開催期間】2026年2月20日～2月22日

（3日間）
【参加者数】1,559名
【助成金額】2,000千円

④日本原子力学会 2026年春の年会
【全国大会】
【交渉開始】2024年8月～
【開催期間】2026年3月11日～3月13日

（3日間）
【参加者数】1,228名
【助成金額】2,000千円



＜小事業名＞ユニークベニュー利用促進事業【継続】 ＜事業費＞ 5,275,916円

＜事業概要＞
MICE誘致の際の有力なツールのひとつとして、イベントやレセプション会場として利用するユニークベ

ニューを開発するとともに、利用環境の整備を行いさらなるMICE誘致を推進する。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金

・城彩苑UV受託売上
・協会負担

2,907,894円
2,129,460円

238,562円

＜事業実績・効果＞
①『瑞鷹マスダイ蔵』ユニークベニュー開発（実証実験）
日本の「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを受け、熊本市内にある酒蔵「瑞

鷹」のマスダイ蔵リノベーションに併せて、ユニークベニュー開発に着手。商品化（パッケージ化）に向けて、
県内大学・会議運営会社・行政等の有識者および自治会等の地域関係者を招待し、体験会（実証
実験）を実施した。
【実施日時】2026年2月19日 【実施場所】瑞鷹マスダイ蔵 【参加者】20名

②『桜の馬場 城彩苑』ユニークベニュー実施（コーディネート）
2025年11月に開催された｢日本機械学会 M&M2025 材料力学カンファレンス｣に際して、桜の馬

場 城彩苑でのユニークベニュー（懇親会）開催に伴走し、各種手配や調整などのコーディネートを実施
した。
【実施日時】2025年11月11日 【実施場所】桜の馬場 城彩苑 【参加者】192名

③情報発信（ホームページ掲載）
情報発信を目的として、ホームページに作成している｢ユニークベニュー・エクスカーション・テクニカルビジッ

ト｣ページについて、英語ページを作成。 また、テクニカルビジット先の掘り起こしにより、新規掲載を行った。

＜KPI＞ 【目標値】新規1件の開発 【達成値】1件（達成率：100％）

＜課題・今後の展開＞
ユニークベニュー実証実験を行い、ブラッシュアップをしていく事で、商品化（パッケージ化）に繋げていく。

②桜の馬場 城彩苑ユニークベニューの様子

①瑞鷹マスダイ蔵ユニークベニューの様子

MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞サステナブル事業【継続】 ＜事業費＞752,288円

＜事業概要＞
サステナブルを推進し、国際的指標である｢GDS-Index｣に参加および高い指標を目指すことにより、海外

から多くの訪日客を呼び込む国際会議等の誘致に繋げる。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金

・協会負担
751,606円

682円

＜事業実績・効果＞
①国際評価プログラム｢GDS-Index｣参画
都市の持続可能な取組みを比較審査する

国際評価プログラムで、現在、世界で100を超える
都市が参画。
日本では、札幌、高松、熊本の３都市が加盟。

【2024年度】63.42
  ↓

【2025年度】74.54（11.12％上昇※）

★日本国内第１位の快挙達成
2023年度の参画開始から3年目で、国内首位の

快挙を達成。世界33位、アジア・パシフィック圏では第７位と高い順位を誇っている。

②サステナビリティポリシー2025-2027の策定
当協会がサステナブルなMICEを実現するための基本的な方針を定めた「サステナビリティポリシー2025-

2027」をレポートとしてまとめた。

＜KPI＞ GDS-Indexスコア 【目標値】70.0 【達成値】74.54（達成率：106％）

＜課題・今後の展開＞
今後もGDS-Indexに参画の上、スコアに関して｢サプライヤー｣のスコアが伸び悩んでいるため、事業を
通して地元ステークホルダーとの連携強化を図る。また、熊本市とともに、2024年のアワード受賞から2025
年の世界33位を契機とした国際プロモーションにも注力する。

世界33位
アジア・パシフィック圏第７位

国内第１位

サステナビリティレポート2024

MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞満足度調査事業【継続】 ＜事業費＞47,540円

＜事業概要＞
コンベンションの開催満足度調査は、イベントの成功や改善点を把握する上で非常に重要とされている

ため、主催者及び参加者からの意見等を収集し、調査結果を基に課題の抽出や解決に向けた取組を
行う。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金
・協会負担

43,995円
3,545円

＜事業実績・効果＞
①主催者アンケート
【調査方法】2025年度より電子アンケート（Googleフォーム）を開始
【調査対象】コンベンション主催者（スポーツ除く）
【調査実績】49件

②参加者アンケート
【調査方法】会場における対面アンケート及び電子アンケート（Googleフォーム）
【調査対象】コンベンション参加者
【調査実績】599件
（内 訳）7/11：第24回九州ブロック介護老人保健施設大会 with熊本 82件

7/30：私鉄総連第92回定期大会 119件
8/22：第76回全九州中学校長研究大会熊本大会 182件
9/11：土木学会令和7年度全国大会 第80回年次学術講演会 85件
3/13：日本原子力学会 2026年春の年会 131件

※2025年度は回答御礼のノベルティとしてみかん100（ジューシー）を採用。また、会場にアンケート
ブースを設定させてもらい、回答の促進を図った。

＜KPI＞ 調査件数 【目標値】1,000件 【達成値】599件（達成率：59.9％）

＜課題・今後の展開＞
2025年度は会場内にアンケートブース設置や配布ノベルティの変更等を行ったが、調査件数が目標の

6割程度にとどまってしまったところ。今後は助成金等の支援要件として満足度調査（主催者及び参加
者）の回答を必須化し、調査件数の増を図る。

市内消費額（一人当たり）単位：円

満足度（割合）

約9割が｢満足｣「やや満足」と回答

一人当たりの市内消費額については｢市内宿泊費｣
が最多(19,901円)で、 ｢飲食費｣ が次点
(15,305円)

MICE受入事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞MICE推進セミナー事業【継続】 ＜事業費＞なし

＜事業概要＞
MICE誘致にあたって、大学関係者等の地元受入団体の果たす役割が最も重要であるとの認識のもと、

当協会の助成支援制度について、相談会を開催し周知を図るとともに、ネットワーク構築を図る。

（財源内訳）

＜事業実績・効果＞
【事業スキーム・目的】
①熊本でのMICE開催を促進
②大学の知名度・ブランド力向上、交流拡大
   によるビジネス・イノベーション機会の創造、

地域貢献、 国際化推進など
（大学のプレゼンス向上）

③次世代研究者の育成
④上記①～③の好循環を創出

【各大学での開催実績・調整状況】
■熊本大学：各学部ごとに分かれているためメールによる一斉配信希望（発信済）
■県立大学：12/1セミナー実施（学部長などが参加）
■学園大学：学内の開催実績が少ないためメールによる一斉配信希望（発信済）
■崇城大学：調整中（開催を打診中）
■保科大学：調整中（開催を打診中）

＜KPI＞
セミナー開催件数 【目標値】4件 【達成値】1件（達成率：25％）
※ただし学内一斉メール配信による情報発信を2件実施

＜課題・今後の展開＞
2025年度は開催が1件のみであったが、セミナー参加者から多くの質問や意見をもらうことができ、開催

の意義を強く感じた。引き続き地元大学内での開催を行っていくとともに、2026年度は県外にある国
立研究所等での開催を検討する。 県立大学おけるセミナー実施の様子

セミナー資料（概要版・詳細版の2種類）

MICE誘致事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞国際会議誘致事業【拡充】 ＜事業費＞2,451,413円

＜事業概要＞
国際会議をもつ首都圏学会や国際学会キーパーソン（熊本市アンバサダー含む）及びPCO等との

ネットワーク強化及び情報の収集を行うとともに、海外現地でのセールス活動を展開し、国際MICEの誘
致成功に結びつける。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金

・協会負担
2,328,885円

122,528円

＜事業実績・効果＞
①国際会議誘致セールス（海外商談など）
国際MICE誘致を目的として、海外旅行博などに併せた商談会参加やセールス実施。

②｢くまもとMICEセッション｣参加（※2025年度から熊本市誘致戦略課が主催）
2024年度に引き続き、キーパーソンをお招きするセミナー及び交流会に参加。2025年度から熊本市

誘致戦略課が主催となり、東京だけでなく大阪でも開催。セミナーでは、当協会から熊本のMICE開催に
関するプレゼンを行った。
【東京開催】2025年11月6日@東京會舘（参加者：28名）
【大阪開催】2026年2月4日@ラグナヴェールプレミア（参加者：21名）

＜KPI＞ 商談件数 【目標値】30件 【達成値】36件（達成率：120％）

＜課題・今後の展開＞
熊本市MICE誘致戦略の改定(第2期)に併せて、2025年度初開催。早速、参加者から国際会議

の問い合わせが数件あっており、開催効果を肌で感じている。
課題を踏まえて開催内容をブラッシュアップし、今後も継続して取り組んでいく。

日程 行先 商談会名・セールス先 等 商談件数

8/28～8/29 タイ ﾊﾞﾝｺｸ日本博トﾗﾍﾞﾙ商談会、AGTｾｰﾙｽｺｰﾙ 13件

10/7～10/9 上海 JNTOｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞﾄﾗﾍﾞﾙ商談会、AGTｾｰﾙｽｺｰﾙ 8件

11/6 台湾 台北国際旅行博（ITF2025）商談会 11件

1/14～1/16 つくば 国立研究所（KEK、産総研、Nims） 4件

ITF2025商談会の様子

バンコク日本博トラベル商談会の様子

MICE誘致事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞誘致活動事業【継続】 ＜事業費＞2,240,436円

＜事業概要＞
熊本市及び周辺地域でのコンベンション開催を促進するため、地元キーパーソンとのネットワーク構築と

合わせ、県外学会本部等の開催決定権者に対し当市の情報を発信し、誘致案件の新規発掘及び
渉外・提案を行い、当市でのMICE開催の増加を目指す。

（財源内訳）
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致事業補助金

・協会負担
1,019,739円
1,220,697円

＜事業実績・効果＞
①第86回応用物理学会秋季学術講演会
「MICEシンポジウム」
日時：2025年9月9日
場所：名城大学
②第35回国際MICEエキスポ「IME2026」
日時：2026年2月12日
場所：東京国際フォーラム

③主な県外誘致セールス

＜KPI＞ 商談件数 【目標値】60件 【達成値】42件（達成率：70％）

＜課題・今後の展開＞
今後も商談会の出展や誘致セールスを精力的に継続するとともに、効果的な情報発信の手法（誘

致ツールなど）についても検討を行っていく。

日程 方面 誘致セールス先 等 商談件数

4/23～4/24 東京 日本作業療法士協会、日本薬剤師会、杏林大学 など 10件

5/14 福岡 JTB福岡支店、HIS九州法人第二営業所 など 4件

8/26～8/28 東京 電子情報通信学会、日本機械学会、日本建築学会 など 17件

12/5 福岡 九州大学（化学工学会、日本建築学会 など） 7件

1/15～1/16 つくば 国立研究所（KEK、産総研、Nims）※国際会議誘致事業より再掲 4件

②IME2026の様子

①応物MICEシンポジウムの様子

当日写真

MICE誘致事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞情報連絡会議事業【継続】 ＜事業費＞227,110円

＜事業概要＞
全国や九州のコンベンション誘致団体が参加する会議へ参加することで、他都市の情報や意見交換を

行い、当協会のMICE誘致・支援活動に活かす。

（財源内訳）
・他事業繰入
・協会負担
・会議出席交通費

100,034円
57,676円
69,400円

＜事業実績・効果＞

【(一社)日本コングレス・コンベンション・ビューロー(JCCB)】
○創立30周年記念事業
開催日：2025年7月29日～7月30日
開催地：千葉県千葉市（幕張メッセ）
参加者：全国の各ビューロー・観光庁・関連団体など

○第1回コンベンション・ビューロー部会（※例年2回開催だが2025年度は1回のみ）
開催日：2026年1月22日～1月23日
開催地：佐賀県佐賀市（Hotelグランデはがくれ）
参加者：全国の各ビューロー・観光庁

【九州・沖縄地区MICE推進団体連絡会】
○総会・実務担当者会議（※2025年度より総会と実務担当者会議を同時開催）
開催日：2025年12月4日～12月5日
開催地：福岡県北九州市（北九州国際会議場）
参加者：九州内の各ビューロー

＜KPI＞ なし

＜課題・今後の展開＞
会議への参加を継続し、他都市との連携促進および最新の情報収集に努める。

JCCB第1回コンベンション・ビューロー部会の様子
（MICE誘致課 黒木課長が登壇）

JCCB創立30周年記念事業の様子

MICE誘致事業
A-1. MICE誘致・支援事業



＜小事業名＞コンベンション統計作成事業【継続】 ＜事業費＞なし

＜事業概要＞
コンベンション開催件数、参加数の状況を把握すると共に、開催予定の情報収集及び分析を

行い、コンベンション誘致及び支援事業への効果的な戦略を図る。

（財源内訳）

＜事業実績・効果＞

【調査時期】毎年1月頃
【調査期間】毎年1月1日～12月31日開催案件（暦年）
【調査団体】行政、大学、コンベンション施設、ホテル、スポーツ団体等
【調査結果】※下記抜粋

※暦年（1月～12月）

＜KPI＞ なし

＜課題・今後の展開＞
今後も調査・統計を継続するとともに、統計結果を分析の上、誘致及び支援事業への効果的

な戦略を図る際の基礎資料とする。

コロナ以降、初めて参加者数が減少

｢九州｣｢全国｣が同水準で最多となる傾向

コンベンション統計作成事業
A-2. 企画調査事業



B. 国内外からの誘客・受入環境の整備促進



＜小事業名＞国内旅行誘致事業【継続】 ＜事業費＞923,656円

＜事業概要＞
国内の旅行会社を対象に熊本の観光素材を提供し誘致活動を行うとともに、学びのプログラムの受入

を行うことで国内旅行の誘客に繋げる。

（財源内訳）
・事業収入
・負担金収入
・協会負担

28,600円
210,000円
685,056円

＜事業実績・効果＞
●学びのプログラム「熊本城 被災の現状・復興への歩みを学ぶ！」
熊本地震の災害を風化させることなく、語り部ガイドを通じて情報を発信。
熊本復興への歩みが着実に進んでいる様をしっかり見て、学んで、体感できるプログラム。

●熊本デスティネーションキャンペーン
熊本市の魅力を各地区旅行会社へPRすることで、熊本DC期間中の旅行商品造成及び誘客を
促進。

■全国宣伝販売促進会議 観光PRブース出展
期日：2025年8月27日
場所：ホテル日航熊本

■全国宣伝販売促進会議 エクスカーション対応
期日：2025年8月28日
場所：湧水亭

■熊本県観光素材説明会・商談会
（福岡会場）
期日：2025年10月24日
場所：福岡市（TKP博多口カンファレンスセンター）
商談：６社

（大阪会場）
期日：2025年10月31日
場所：大阪市（TKP大阪御堂筋カンファレンスセンター）
商談：８社

熊本デスティネーションキャンペーン
観光PRブース

熊本デスティネーションキャンペーン
熊本県観光素材説明会・商談会

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞国内旅行誘致事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●旅行会社招へい事業
旅行会社の全国各地の担当者を招へいし、熊本の観光地視察及び情報交換会を実施することで、

旅行商品造成及び誘客を促進。
【招へい者】（株）日本旅行 担当者14名
【招へい日】2026年２月9日～10日

■視察 1日目 熊本城・熊本城ミュージアムわくわく座・桜の馬場 城彩苑
2日目（一般担当者）瑞鷹・湧水亭・水前寺成趣園

（教育旅行担当者）くまもとSDGsミライパーク・水の講話、再春館製薬所工場
見学

■観光説明会
【 期 日 】 2026年２月9日
【 場 所 】 熊本ホテルキャッスル11階 トゥール ド シャトー
【参加者】＜旅行会社＞日本旅行 一般担当者 7名、教育旅行担当者 7名

＜熊本県側＞出捐企業・賛助会員 21名（16社）
熊本国際観光コンベンション協会 8名熊本県観光連盟 １名
熊本県デスティネーションキャンペーン事務局 1名

【 内 容 】 観光説明会 17:00～18:00
・熊本県観光素材説明
熊本県デスティネーションキャンペーンについて
熊本県教育旅行受入について

・熊本市観光素材説明
熊本の観光素材について
ユニークべニュー・テクニカルビジットについて
特別版 お城EXPO in 熊本 2026について
熊本市教育旅行助成制度について

情報交換会 18:20～20:20

わくわく座視察

観光説明会

瑞鷹視察

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞国内旅行誘致事業（続き）

●くまもとまち歩き -小泉八雲コース-
連続テレビ小説『ばけばけ』（NHK）の放送に伴う、ガイド付きまち歩きコースの情報発信を実施。

●阿蘇・熊本・天草観光推進協議会（AKUA）
阿蘇・熊本・天草の3市連携した効果的な誘客・周遊促進の取り組みを実施。また、3市が集まる会

議を実施しながら今後の取組についての話し合いを行った。
【名称】ITF台湾旅行博
【期日】11月7日～11日
【場所】台湾（台北南港展覧館一館）

●視察対応
【 期 日 】2026年3月18日
【視察先】水前寺成趣園
【視察者】西日本旅客鉄道（株）代表取締役会長ほか4名

●商品造成
（株）日本旅行
■～肥後細川文化に触れる旅～細川流盆石体験と熊本市内宿泊プラン
 期日：2025年8月3日・8月17日 計２本 

■細川流盆石体験宿泊プラン、熊本・阿蘇タクシープラン ２コース 
 期日：2025年8月2日・16日・25日・9月4日・17日・25日 計６本 
■竹あかり×光のアートin水前寺成趣園 Lux Night KUMAMOTO 2025
 ～宮本武蔵の悟りと細川文化～見学＆宿泊プラン 
   期日：2025年11月19日・29日、12月2日・6日 計４本 

＜KPI＞ 商談・セールス件数【目標値】50件【達成値】41件（達成率：82％）

＜課題・今後の展開＞
商談会への参加やセールス及び、旅行会社の招へいを行い、情報発信を行うことで、国内旅行客の誘客を図る。

くまもとまち歩き 小泉八雲コース

ITF台湾旅行博

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞教育旅行誘致事業【継続】 ＜事業費＞4,182,963円

＜事業概要＞
旅行会社を対象に教育旅行誘致活動を行い、教育プログラム利用に対してインセンティブ助成を行う。

また観光ボランティアガイドの派遣を行い、ガイド交通費を協会で負担することで利用促進に繋げる。

(財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・雑収入
・協会負担

3,733,296円
253,913円
195,754円

＜事業実績・効果＞
●教育旅行観光ボランティアガイド派遣
熊本市内での自主学習時に、観光ボランティアガイド交通費を助成し派遣する制度。

ガイドが生徒をサポートする事で、熊本の歴史や文化を生徒へ伝え、地域住民との触れ合いを通じた学
習の支援を行う。

年度 利用件数 受入人数

2023 172件 11,656人

2024 155件 10,103人

2025 152件 9,804人

教育旅行ガイド風景

5,932 

1,185 
357 325 305 305 264 
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数

都道府県

R7ボランティアガイド実績

・鹿児島は9割以上が小学校
・佐賀はすべて中学校
・千葉や東京、新潟などの遠方
の地域は中学校・高校のみ

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞教育旅行誘致事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●熊本市内宿泊教育旅行プログラム助成金
教育旅行に対するインセンティブ助成として、教育プログラムの利用料を一部助成。市内宿泊を促すことで経済の

活性化を図る。
【 助 成 対 象 】旅行会社
【 助 成 条 件 】熊本県外の学校が実施する熊本市内宿泊を伴う教育旅行
【対象プログラム】熊本県教育旅行サイト掲載の「防災・減災」または「探求・SDGs」に該当するプログラム
【 助 成 金 額 】プログラム利用料金（ 限度額：教育旅行1件あたり10万円まで）

●教育旅行誘致セールス
①わくわく座連携セールス
【日程】2025年6月10日
【場所】佐賀の旅行会社 6社

②熊本県教育旅行受入促進協議会 九州7県合同修学旅行説明会・相談会・セールス
【日程】2025年8月4日～8月7日
【場所】説明会・相談会（名古屋、大阪）旅行会社・学校34社参加（内商談10件）、セールス（名古屋、奈良）10件
【日程】2025年8月18日～8月20日
【場所】説明会・相談会（東京）旅行会社・学校21社参加（内商談5件）、セールス（東京、神奈川、群馬）6件

③熊本県受入促進協議会 セールス
【日程】2025年2月4日～2月6日
【場所】大阪、京都、兵庫、滋賀 旅行会社21件

年度 件数 助成金額 受入人数 主な学校名

2023 5件 167,500円 521人 広島市立早稲田中学校、日本大学豊山中学校、北海道留萌高等学校 など

2024 4件 71,100円 325人 延岡市立北方学園小学校、静岡県立掛川西高等学校、日本大学豊山中学校 など

2025 4件 400,000円 513人 浅野高等学校、伊万里市立啓成中学校、日出学園高等学校

※2025年4月1日より助成限度額を5万円→10万円に改正

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞教育旅行誘致事業（続き）

●熊本県教育旅行プログラムへの新規掲載
①【プログラム名】探究・SDGs「熊本城瓦の絵付け体験」
   【実施場所 】ヤマガラビレッジ（熊本市立金峰山自然の家）
②【プログラム名】探究・SDGs「熊本市の水資源と水辺の生き物を学ぼう！」

【実施場所 】熊本市動植物園
③【プログラム名】探究・SDGs「水辺のインフォメーションセンター」
   【実施場所 】熊本市動植物園西門入口横

●旅行会社招へい事業
【日程】2026年2月9日～2月10日
【概要】(株)日本旅行の全国各地の担当者を招聘し、熊本の観光地視察及び情報交換会を実施。

※詳細は、国内旅行誘致事業へ記載。
●くまもとSDGsミライパーク視察研修会への参加
【日程】2025年5月12日
●熊本県観光ガイドモニターツアーへの参加
【日程】2025年12月11日
●教育旅行資料送付
教育旅行の事前資料・当日資料として、観光ガイドブック「くま本」などの観光パンフレット、自主学習

コース作成ツールを送付

＜KPI＞

県外における誘致活動商談件数
【目標値】40件 【達成値】58件（達成率：145％）
教育旅行プログラム助成宿泊者人数
【目標値】500人 【達成値】513件（達成率：102％）

＜課題・今後の展開＞
防災減災学習・SDGs等、熊本の特色を生かしたプログラムを作成するとともに、新規助成制度の造成

および周知を図ることで、教育旅行誘致を行う。

ヤマガラビレッジ

教育旅行資料送付

｢熊本県教育旅行｣サイト対象プログラムはこちらから

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞インバウンド誘客対策事業【新規】 ＜事業費＞22,241,755円

＜事業概要＞
アジアを中心に福岡空港及び阿蘇くまもと空港に直行便のある市場をターゲットとした外国人観光客周

遊施策を行う。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・協会負担

20,767,481円
1,474,274円

＜事業実績・効果＞

【広域連携事業】

【その他事業】

東中オーストラリアFAM

海外向けパンフレット

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業

●台湾6市連携事業
（福岡市、北九州市、日田市、宗像市、島原市
との連携）

・旅行会社セールス（15社）
・旅行商品造成
・インフルエンサー取材・動画配信
・レンタカー割引、日帰りバスツアー販売

●タイ5市連携事業
（福岡市、北九州市、日田市、宗像市との
連携）

・インセンティブセミナー / 商談会開催（21社参加）
・旅行社個別セールス（4社）
・インフルエンサー取材・動画配信
・旅行商品造成（2本）・販売

●東・中九州観光ルート協議会事業
（北九州市、別府市との連携）

・オーストラリア トラベルコンシェルジュ向けFAMツアー実施、
旅行商品造成・販売

・観光情報ウェビナー実施

●タイ観光レップ事業 ・セールスコール実施（4社）
・着地型旅行商品の造成（6本）
・旅行商品PR、販売促進施策（割引クーポン）

●海外向けパンフレット作成 ・英語、繁体字、韓国語、タイ語 各5,000部

●韓国OTAスタッフ／インフルエンサーFAM  ・OTAスタッフ4名招請FAM
・OTA商品造成、販売
・インフルエンサーFAM、情報発信

●ノベルティ等作成 ポリ袋、シール、クリアしおり、ミニのぼり、テーブルクロス



＜小事業名＞インバウンド誘客対策事業（続き）

＜事業実績・効果＞

【観光PRイベント出展・商談会】

＜KPI＞

旅行商品造成数   【目標値】15本 【達成値】18本（達成率：120％）
旅行博等におけるSNSフォロー増加数

【目標値】2000人 【達成値】3,389件（達成率：169％）
商談件数           【目標値】30件 【達成値】53件（達成率：176％）

＜課題・今後の展開＞
欧米豪の観光客が少ないことが今後の課題。商談会への参加やセールス及び情報発信を行い、熊本への誘客

を行っていく。消費単価のたかい高付加価値旅行者向けの体験コンテンツの磨き上げを行い、販路拡大を行う。

●高雄市旅行公会国際旅展（KTF2025）
期日 2025年5月9日～13日
会場 高雄展覧館
内容 熊本県・熊本市としてブース、ステージ参加

●バンコク日本博2025
期日 2025年8月29日～31日
会場 クイーンシリキッド国際展示場
内容 ブース出展、トラベル商談会（8件）

●台北国際旅行博（ITF2025）商談会
期日 2025年11月6日
会場 富邦国際会議センター
内容 商談11件

●大阪・関西万博出展（西のGR）
期日 2025年8月27日～31日
会場 EXPOメッセ（WASSE）
※西のGRの中の熊本市としてブース出展

●タイ国際旅行フェア（TITF2025）
期日 2026年1月22日～25日
会場 クイーンシリキッド国際展示
内容 ブース出展、ステージ参加

●香港ホリデー＆トラベルエキスポ（HTE）
期日 2026年1月29日～2月1日
会場 香港コンベンション＆エキシビジョンセンター
内容 熊本県と共同ブース出展

●インバウンド商談会活用セミナー（県主催）
期日 2025年12月5日
会場 城彩苑観光案内所2F
内容 商談8社

●高雄ランタンフェスブース運営
期日 2026年2月7日～8日
会場 高雄愛河湾

高雄市旅行公会国際旅展（台湾）

バンコク日本博（タイ）

香港ホリデー＆トラベルエキスポ（香港）

観光客誘致事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞おもてなし向上事業【継続】 ＜事業費＞6,620,005円

＜事業概要＞
熊本市内の観光拠点となる熊本駅及び熊本城域にて道案内やガイドを設置し、サービス向上やおも

てなし体制の充実を図る。また、ユニバーサルツーリズムに対応するため、車いすの貸し出しやユニバーサル
デザインに配慮された観光施設・飲食店・宿泊施設の情報を提供する。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・協会負担

5,999,117円
620,888円

＜事業実績・効果＞

●おもてなし事業関連団体様との情報交換会
【 期 日 】2025年8月22日
【参加団体】よかとこ案内人の会、UDくまもと、ディスカバリーくまもと、田原坂観光ガイドの会、九州通訳・翻訳者・ガイド協会
【 場 所 】 市民会館シアーズホーム夢ホール

●ユニバーサルツーリズム勉強会
【期日・会場】2026年1月29日 熊本城ホール
【 講 師 】NPO法人バリアフリーネットワーク会議理事長 親川 修 氏
【 参 加 者 】当協会賛助会員 43名

＜KPI＞ 熊本市の旅行に関する満足度 【目標値】80％以上 【達成値】69.8％（達成率：87％）

＜課題・今後の展開＞
多様なニーズに応じた受け入れ体制の充実を図り、おもてなし向上に努める。質の高いガイドの提供を行い、満足度向上に努める。

年度 利用人数

2023 38,311人

2024 37,055人

2025 38,383人

年度 利用件数

2023 187件

2024 249件

2025 198件

年度 利用人数

2023 24,197人

2024 31,470人

2025 27,947人

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業

【よかとこ案内人の会】
観光ボランティアガイド案内人数

【UDくまもと】
ユニバーサルツーリズム案内人数

【春日人おてもやん】
熊本駅での道案内・各所へのアクセス等の案内人数



＜小事業名＞地域活性化事業【継続】 ＜事業費＞3,041,019円

＜事業概要＞
水前寺・植木地区の賑わい創出を図り地域経済の活性化・まちづくりの推進を図る。また、商店街や

地域住民と連携し、賑わい創出及び活性化に取り組む。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・事業収入
・協会負担

226,310円
3,180,340円
△365,631円

＜事業実績・効果＞
●植木地区との連携
■植木温泉祭2025～たそこ夢まつり～の開催支援
植木温泉祭2025～たそこ夢まつり～の開催支援を行った。

雷雨により途中での中止にはなったが、縁日やキッチンカー・わたがし体験などが行われ、たくさんの人で
賑った。
【 期 日 】2025年10月4日
【 場 所 】合志川河川敷（熊本市北区植木町田底）
【来場者】1,500名

■植木温泉台湾商談会及び北投温泉視察
植木温泉への観光客誘客を目的として台湾にて現地商談会に参加した。高雄の旅行会社10社、台

北の旅行会社40社と商談会を実施し、現地にて植木温泉の魅力のPRを実施した。また、台北にある
北投温泉の視察を行い、北投温泉組合との意見交換会を実施した。
【期間】2026年1月20日～1月23日

●JR九州ウォーキングへの協力
JR九州が実施する「JR九州ウォーキング」にて、イベントの活性化及び回遊性の向上を目的として、東

海大学学生が企画・実施するウォーキングコースへの協力を実施。
【期日】
2025年10月12日 熊本城コース 参加者508名
2025年11月12日 水前寺コース 参加者287名

植木温泉祭2025～たそこ夢まつり～

JR九州ウォーキング

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞地域活性化事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●賑わい創出・地域の活性化
【水前寺地区の活性化】
水前寺地区について、地元の方や各団体と連携し、歴史・文化の発信やイベントを実施するなど水前寺 を盛り上げるための取り組みを実施。

●観光地における夜の賑わい創出
■城彩苑夜市
【 期 日 】2025年7月26日・8月2日・8月16日・23日毎週土曜日（計4回）
【 場 所 】桜の馬場 城彩苑内
【ゲーム利用】10,231回
【協力内容】城彩苑夜市の運営

＜KPI＞ 植木温泉観光旅館組合LINE登録者数 【目標値】1,000人 【達成値】1,053人（達成率：105％）

＜課題・今後の展開＞
会議への参加、地域との連携を図り、賑わい創出及び活性化を図る。

城彩苑夜市 水前寺成趣園まつり

お月見JAZZコンサート

観光客受入事業
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■閻魔さまと地獄絵図～ご開帳～
【期日】2025年7月16日
【場所】玄宅寺
【内容】広報協力、ミニ縁日を実施

■水前寺夏まつり
【期日】2025年7月27日
【場所】水前寺江津湖公園（ジェーンズ邸前）
【内容】イベントへの協力

■お月見JAZZコンサート 
【期日】2025年9月7日
【場所】水前寺成趣園
【内容】広報協力、運営スタッフとしての協力

■「波奈之丸」シンポジウム
【期日】2026年2月11日
【場所】ホテル熊本テルサ
【内容】広報協力、運営スタッフとしての協力

■水前寺成趣園まつり
【期日】2026年3月28日～29日
【場所】水前寺成趣園、水前寺参道、ジェーンズ邸
【内容】実行委員会事務局スタッフ、運営スタッフとしての協力



＜小事業名＞着地型商品販売事業【拡充】 ＜事業費＞9,149,249円

＜事業概要＞
旅行業に基づく旅行商品の造成及び販売を行う。着地型の商品造成・販売を行うことで、滞在時間

を延長し、観光資源拡大を図り、経済活性化を促す。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・事業収入
・協会負担

3,073,243円
7,611,558円

△1,535,552円

＜事業実績・効果＞
●じゃらんへの掲載
【設定期間】2025年4月1日～2026年3月31日
【体験場所】水前寺肥後細川文化発信拠点 湧水亭
【 商 品 名 】盆石体験
●JR西日本「tabiwa by WESTER（デジタルチケット）」への掲載
【設定期間】2025年7月1日～2026年3月31日
【体験場所】水前寺肥後細川文化発信拠点 湧水亭
【 商 品 名 】水前寺成趣園入園＋水前寺常駐ガイド

   水前寺成趣園入園＋盆石体験
   水前寺成趣園入園＋水前寺常駐ガイド＋盆石体験

●江津湖花火大会観覧ツアー
例年開催される江津湖花火大会において、市外からの誘客を図り、地域経済を活性化することを

目的として、宿泊付きの観覧ツアーを造成・販売。
【 期 日 】2025年8月30日～31日（1泊）
【宿泊先・旅行代金】熊本和数寄司館 22,800円、熊本ホテルキャッスル 26,800円
【 参 加 者 】参加者 8組・18名

               熊本和数奇司館3部屋6名、熊本ホテルキャッスル6部屋12名
【 平 均 年 齢 】43.2歳（男性8名、女性10名）
【 参 加 年 代 】70代1名、60代7名、50代2名、40代2名、30代1名、20代4名、10代1名
【 居 住 地 】市内5名、荒尾市1名、玉名市1名、岡山1名、山口２名、福岡6名、香港2名
●Lux Night 武将隊案内ツアー
【 期 日 】2025年11月14日・21日・28日・12月5日
【旅行代金】6,000円 【 参 加 者 】37名

江津湖花火大会観覧ツアー

Lux Nightツアー

B-1. 観光客誘致・受入事業
観光客受入事業



＜小事業名＞着地型商品販売事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●サウナを起点とした人流活性化業務
世界に誇る地下水都市熊本の貴重な水や豊かな自然を活用しているサウナを活かし、熊本の水のPR

や新たな誘客を目的とした人流活性化に繋がる事業を実施した。
①サ旅ダイナミックパッケージを用いた利用者数の拡大

・サ旅DPの市内宿泊施設数を7施設増加させ、商品の魅力向上と販売促進を図った。
②熊本サウナをテーマとした特設サイトの作成

・サ旅DPと連動したモデルコースの記事を2本掲載。
③「サ旅万博」＠淡路島でのプロモーション

・2025年10月3日（金）～5日（日）まで開催される「サ旅万博2025」にて熊本市の
紹介及び熊本サウナに関連するフライヤー等の配布を行い、来場者に向けて広く情報発信を行った。

④サウナをフックとした周遊施策の実施
・2025年12月20日に「満天の湯」（横浜）にて、巨大ガチャを設置し、熊本サウナに関する景品
の配布を行った。

●火の国まつり商品造成業務
熊本市の地域文化の魅力を体験型コンテンツとして「火の国まつり」における「おてもやん総おどり」への

参加体験を販売した。
【 催 行 日 】2025年8月2日
【申込総数】8名
【 年 齢 層 】20代1名／30代2名／40代2名／50代1名／60代1名／70代1名
【 居 住 地 】熊本県8名

おてもやん総おどり

観光客受入事業
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サ旅ガチャ施策



＜小事業名＞着地型商品販売事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●水前寺での着地型商品ツアー
【 期 日 】2025年11月3日（月・祝）
【体験者】フランス人5名
【 内 容 】水前寺成趣園ガイド、古今伝授の間にて抹茶体験、細川流盆石体験90分コース

●くまもと体験プログラムの推進
主に旅行会社に「食べる」「作る」などカテゴリーに分けた体験メニューの紹介を行い担当者と繋ぐ事業と

して実施。
【プログラム数】37プログラム（新規プログラム：5プログラム）

●「ななつ星in九州」細川流盆石体験
肥後細川文化の一つである「細川流盆石」を広く周知し興味を持ってもらい、文化の継承と観光の振

興を図ることを目的に細川流盆石体験を構築。JR九州が運行する「ななつ星 in 九州」（雲仙コー
ス）が初めて熊本に立ち寄ることに併せて、立ち寄り先である泰勝寺跡にて2023年1月より体験の提供
を開始。2026年3月をもって終了。
【概要】細川流盆石の歴史などに関する講話や作品づくり
【協力】細川流盆石 水前寺九曜会
【日時】毎週水曜10:40～11:50（1時間10分程度）
【定員】20名

＜KPI＞

旅行商品造成件数
【目標値】5件  【達成値】6件（達成率：120％）
江津湖花火大会観覧ツアー参加者数
【目標値】36名 【達成値】18名（達成率：50％）

＜課題・今後の展開＞
熊本の素材を活かした旅行商品の造成を行い、誘客を図り、地域経済を活性化させる。

年度 体験回数 体験者数

2022 8回 85名

2023 19回 242名

2024 21回 259名

2025 19回 230名

年度 プログラム数

2020 41

2021 41

2022 39

2023 39

2024 34

2025 37

くまもと体験プログラム

「ななつ星in九州」細川流盆石体験

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞観光人材育成事業【継続】 ＜事業費＞823,486円

＜事業概要＞
観光人材を育成することを目的とし、資質の向上に繋げる。

観光・文化に関する講座を開催し、観光関係従事者の受け入れ体制・観光案内の強化を行い、満足
度の向上に努める。
また、子どもを対象に観光育成講座を行い、次世代への継承を図る。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・負担金収入
・協会負担

641,949円
59,500円

122,037円

＜事業実績・効果＞
●観光講座
【実施内容】
第4回 「剣聖 宮本武蔵！ 熊本ゆかりの地を学ぶ」
特別版 「熊本時代のハーンとセツ」
第6回 「400年の歴史がある熊本城下町！ 古町をさるく」
第7回 「加藤清正が眠る本妙寺」

【実施報告】
参加者 タクシードライバー、宿泊施設従事者など
合計185名（第4回44名、特別版75名、第6回29名、第7回37名）

●熊本城こどもガイド養成講座
次世代観光人材育成として、熊本城の魅力を、小・中学生が来園者にガイドできるようにするための講

座を実施した。
【 期 日 】2025年8月13日（水）～15日（金）の3日間実施
【 場 所 】熊本城
【 講 師 】熊本城おもてなし武将隊
【参加者】小学3年生から中学3年生までの19名

観光講座

子どもガイド養成講座

観光客受入事業
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＜小事業名＞観光人材育成事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●慶誠高等学校国際交流事業
慶誠高等学校の「グローバルコース」では、地域観光資源に対する理解を深めることを目的とし、観光客との交

流を通じて、英語表現力・主体性・地域理解を育成することをねらいとし、実践的な経験を積む機会を求めてい
た。そこで、慶誠高等学校と連携し外国人観光客への対応力を高め、多言語や異文化理解のスキルを持つ人
材を育成することを目的として実施した。

【実施日】2025年10月16日（木）、11月6日（木）、11月20日（木）
【 場 所 】熊本城・桜の馬場 城彩苑・熊本駅・水前寺 
【参加者】グローバルコース2年生 4１名（3班ローテーション）
【 内 容 】観光客への英語による簡易ガイド、外国人観光客への英語アンケート調査

観光客からの「よくある質問」への英語対応

＜KPI＞ 【目標値】参加者150名 【達成値】185名（達成率：123％）

＜課題・今後の展開＞
継続的に、熊本の歴史・文化・人物等を学ぶ講座を開催し、次世代への継承を図る。

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞Lux Night 事業【継続】 ＜事業費＞35,198,321円

＜事業概要＞
水前寺成趣園にて、「竹あかり」と「光のアート」による夜間回遊イベントを開催。

通常17時に閉園する水前寺成趣園を期間限定で夜間開園し、見頃を迎える紅葉で溢れる園内を回遊しながら
400年続く肥後細川文化を体感していただいた。
肥後細川忠利公に招かれ、晩年の五年間を熊本の地で過ごし、かの有名な「五輪書」や「独行道」を著した宮

本武蔵をテーマに、細川家と所縁の深い水前寺成趣園を舞台に「竹あかり」と「光のアート」で表現。

（財源内訳）
・事業収入
・協会負担

26,216,085円
8,982,236円

＜事業実績・効果＞
●Lux Night KUMAMOTO 2025 ー宮本武蔵の悟りと細川文化ー
【開催期間】2025年11月7日～12月7日 31日間
【開催時間】18:00～21:00（最終入場は20:30）
【開催場所】水前寺成趣園（熊本市中央区水前寺公園8-1）
【 入 場 料 】 2,000円（15歳以下無料）
【入場者数】総入場者数：18,180名（内、15歳未満3,457名・19%）
     日本人入場者数：17,414名・外国入場者数：766名
【人流データを用いたLux Night KUMAMOTO 分析】
■発地分析
・水前寺成趣園の来訪者人数は、前年同期間に比べ減少。
・前年同期間の来訪者人数のうち、発地別では熊本県内は前年対比80%、熊本を除いた九州
圏内は前年対比119％。関東圏からは約1.1倍の人数が来訪。
■属性分析
・2025年は30代女性の伸びが目立ち、さらに60代男女の構成比が大きく増加している。
・60代男女の増加が顕著で、シニア層が存在感を強めた。

＜KPI＞ 【目標値】入場者数20,000人 【達成値】18,180名（達成率：90％）

＜今後の展開＞
熊本市のナイトタイムエコノミー推進の一環として、水前寺成趣園でのナイトタイムコンテンツを造成し、

滞在時間延長と観光消費額拡大を図るとともに肥後細川文化の発信及び地域経済の活性化を図る。

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞武士の魂事業【継続】 ＜事業費＞9,340,716円

＜事業概要＞
全国で活躍する武将隊を熊本に集結し、道半ばの熊本城の復旧・復興の風化防止と熊本の現状発

信及び熊本城の魅力と文化的価値の次世代への継承を目的に開催するもの。また、熊本城への誘客
やにぎわい創出を図るもの。

（財源内訳）
・事業収入
・協会負担

4,190,000円
5,150,716円

＜事業実績・効果＞
●「熊本城で会おう」武士の魂 -mononofu no chikara-2026「最終章」
全国の武将十二隊が熊本城へ大集結
【 期 日 】2026年月3月7日～8日 10:00～17:00
【 場 所 】熊本城二の丸広場、熊本城天守閣前、桜の馬場 城彩苑
【 主 催 】（一財）熊本国際観光コンベンション協会・熊本市（お城まつり運営委員会）
【会場集客数】7日6,500人、8日8,500人 合計15,000人
●企画内容
■ステージイベント
全国各地の武将隊集結、ステージパフォーマンス、復興祈願モノチカ菓子まき、モノチカ大綱引き！ 

■天守閣前各武将隊代表によるコラボ演武 ■城彩苑ステージパフォーマンス ■成功祈願祭
■親子限定！モノチカツアー「細川家臣団」 ■ひねもすラジオくまもと ■BEYBLADE Ⅹ
■肥後こま「絵付けこま体験」 ■二の丸チャンバラ合戦 ■モノチカクイズラリー
■甲冑工房丸武鎧兜体験 ■信長の野望 出陣 ■想い出写し絵処 ■なりきり道中熊本城さるき
■食の陣～二の丸ご馳走祭～ ■全国武将隊ご当地観光PRブース
■【武士旅】モノチカ最終章『震災復興祈願・熊本天草の魅力堪能ツアー』

【 期 日 】2026年月3月6日（日帰り）
 【参加者】35名（北海道2、東京都1、埼玉県1、千葉県1、愛知県7、兵庫県3、大阪府1、

 奈良県1、大分県2、福岡県1、熊本県15）

＜KPI＞ ｺﾝﾃﾝﾂ参加者 【目標値】1, 200名 【達成値】1,179名（達成率：98％）

＜課題・今後の展開＞
2026年で震災から10年を迎えることから、2026年で最後の開催となる。熊本城の魅力と文化的価値の次世

代への継承を目的に開催し、県外からの武将隊ファンや観光客が来場した。

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞細川文化発信事業【継続】 ＜事業費＞19,062,578円

＜事業概要＞
水前寺肥後細川文化発信拠点 湧水亭の運営を行い、観光案内及び肥後細川文化の発信及び次

世代への継承を行う。商店街や地域住民と連携し、水前寺の賑わい創出及び活性化に取り組む。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・事業収入
・負担金収入
・協会負担

7,055,500円
733,331円
89,460円

11,184,287円

＜事業実績・効果＞
●水前寺肥後細川文化発信拠点 湧水亭
【営業時間】9:00～17:00（定休日:水曜日）
【 入 館 料 】無料
【 展 示 物 】肥後古流:茶碗、茶杓などの茶道具、武田流騎射流鏑馬:弓矢、鞍など。
●水前寺菜関連商品開発・販売
水前寺菜、水前寺なアイス、水前寺菜ドレッシング、ガラシャ天など。
●常駐ガイド
水前寺成趣園やジェーンズ邸、夏目漱石第3旧居等の観光ガイドを実施。
【 実 施 日 】月・火・木・金曜日
【受付時間】10:00～15:00まで随時受付（予約優先）
【 料 金 】お客様1名につき1,000円（5名以上は5,000円）常時英語対応可能
【案内者数】243名
●細川流盆石体験
【 実 施 日 】火・日曜日
【受付時間】10:00～15:30まで随時受付（予約優先）
【 料 金 】お一人様30分5,000円～（飲み物・御庭印付）
【体験者数】30名
●日本の伝承あそび体験（折り紙・けん玉・お手玉など）
【 実 施 日 】月・木・金・土曜日
【受付時間】10:00～15:00まで随時受付（予約優先）
【 料 金 】お一人様1,000円
【体験者数】6名

水前寺肥後細川文化発信拠点 湧水亭

常駐ガイド

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞細川文化発信事業（続き）

＜事業実績・効果＞
●湧水亭利用者数
2024年3月30日に水前寺参道へ移転、リニューアルオープン。

※2024年11月8日～12月8日は、Lux Night KUMAMOTO 2024開催により利用者数増加。

●インターンシップ生受入
2025年9月24日～12月18日 熊本学園大学 1名
2025年11月10日～11月14日 開新高等学校 ２名
●ナイストライ受入
2025年10月28日 出水南中学校 2名
●海外留学生受入
2025年10月7日～12月19日 韓国人留学生 2名
●お笑い芸人からし蓮根によるYouTube水前寺タイアップPR
【内容】水前寺成趣園・肥後細川文化・水前寺参道・盆石体験・藻器堀川の紹介

＜今後の展開＞
水前寺成趣園へお越しになる観光客へ水前寺周辺の観光案内を行うとともに、地域との連携を図り、賑わい創出及び活性化を図る。

湧水亭でのガイドや体験プログラムの造成、広報を強化する。

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

2023 671 735 650 529 489 721 911 656 518 338 464 738 7,530

2024 1,018 1,031 761 889 1,048 999 1,340 9,230 4,931 1,058 1,230 2,258 25,793

2025 1,636 1,997 965 1,142 1,189 1,139 1,632 2,741 1,592 1,452 1,079 1,578 18,142

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞お城EXPO開催準備経費【新規】 ＜事業費＞1,855,227円

＜事業概要＞
熊本地震から10年を迎える令和8年度に開催予定である、特別版 お城EXPO in 熊本2026の

開催準備を図る。

（財源内訳）
・協会負担 1,855,227円

＜事業実績・効果＞
●第1回実行委員会の開催
「特別版 お城EXPO in 熊本2026 実行委員会」にて当イベントの開催を決定した。
【 期 日 】2025年12月1日
【 場 所 】城彩苑多目的交流施設
【参加者】特別版 お城EXPO in 熊本2026 実行委員会委員8名

●第2回実行委員会の開催
「特別版 お城EXPO in 熊本2026 実行委員会」にて当イベントの事業計画及び予算案を決定し
た。
【 日 時 】2026年3月30日
【 場 所 】城彩苑多目的交流施設
【参加者】特別版 お城EXPO in 熊本2026 実行委員会委員8名

●「特別版 お城EXPO in 熊本2026」出展依頼
「特別版 お城EXPO in 熊本2026」開催に向けて九州の城郭を中心に出展依頼を実施した。
【訪問箇所】福岡県・佐賀県・長崎県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県・島根県・愛知県

＜課題・今後の展開＞
2026年10月の開催に向けて準備を進める。

観光客受入事業
B-1. 観光客誘致・受入事業



＜小事業名＞観光パンフレット作成事業【継続】 ＜事業費＞10,540,600円

＜事業概要＞
国内外からの観光客に提供する観光パンフレット及びマップを作製し、観光案内機能の強化を図る。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・協会負担

9,582,000円
958,600円

＜事業実績・効果＞

＜課題・今後の展開＞
SDGsを意識した、観光パンフレット及びマップの電子化を進める。ニーズに応じたパンフレットの見直しを図る。

広報宣伝活動事業
B-2. 観光の情報収集・提供事業

●熊本市観光ガイドブック
【日本語版】 150,000部作成

●熊本市ガイドマップ
【日本語版】140,000部作成
【 英 語 版 】30,000部作成
【繁体字版】30,000部作成
【韓国語版】32,000部作成
【 簡 体 字 】18,000部作成
【 フ ラ ン ス 】2,500部作成
【 タ イ 】5,000部作成
【 ベ ト ナ ム 】電子データのみ作成

●くまもと体験プログラム
作成を廃止し、
くま本に集約

●くまもとグルメBOOK
【日本語版】100,000部作成
【 英 語 版 】15,000部作成
【 繁 体 字 】40,000部作成

日本語         英語       繁体字

韓国語      簡体字



＜小事業名＞観光客動向調査事業【継続】 ＜事業費＞154,330円

＜事業概要＞
データに基づく観光政策を実施するために、熊本市に来られた観光客の動向調査・分析を行い、ター

ゲットの明確化や施策に活用するもの。

（財源内訳）
・観光客誘致事業補助金
・協会負担

150,300円
4,030円

＜事業実績・効果＞
熊本市観光満足度調査
【実施期間】2025年1月～2025年12月 ※2026年1月以降も引続き実施中
【実施内容】
アンケート設置箇所：53カ所（市内宿泊施設や公共交通機関、観光施設等）
令和7年アンケート回答数：2,662件

観光施設、宿泊施設案内所及び各売店等での調査を行い、協会にて定期的な分析を実施、分析
結果を市と共有し、観光に関する各種施策等へ反映した。
電子ノベルティの導入やポップ設置箇所増に努め、アンケート設置カ所及びサンプル数は前年度に比べ増
加した。

＜KPI＞
【目標値】アンケート調査回答件数（通年）2,500件
【達成値】2,662件（達成率：106％）

＜課題・今後の展開＞
アンケートの設置カ所を増やし、サンプル数の増加を図る。
クロス分析を実施することにより、さらなる施策への活用に繋げる。
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広報宣伝活動事業
B-2. 観光の情報収集・提供事業

90%以上が「とても満足」「やや満足」と回答

90%以上が「とても思う」「やや思う」と回答



総合観光案内所・熊本博物館

＜小事業名＞総合観光案内所【継続】 ＜事業費＞34,377,200円
（共通管理経費 3,331,884円）

＜事業概要＞
熊本市内観光案内所2ヵ所の運営を熊本市から受託しているもの。

（財源内訳）
・受託事業収入
・その他収入
・協会負担

38,999,180円
8,695円

▲1,298,791円

＜事業実績・効果＞
●場所・営業時間
①桜の馬場城彩苑 総合観光案内所 9:00～17:30
②熊本駅総合観光案内所 9:00～17:30

●体制
嘱託職員8名のシフト制

●利用者数
桜の馬場城彩苑

熊本駅

※2025年度より、駅の電話は廃止されている。

B-3. おもてなし・受入体制の充実

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

20,590 17,797 20,177 9,886 11,319 23,634 28,459 21,495 24,856

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

115,786 67,568 65,275 21,423 21,932 42,457 57,052 55,285 51,991
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総合観光案内所・熊本博物館

＜小事業名＞熊本博物館【継続】 ＜事業費＞13,264,905円
（共通管理経費 1,285,652円）

＜事業概要＞
熊本博物館受付・案内業務、ミュージアムショップの運営を熊本市から受託しているもの。

（財源内訳）
・受託事業収入
・協会負担

13,351,800円
1,198,757円

＜事業実績・効果＞
●営業時間 9:00～17:00
●体制 嘱託職員3名のシフト制
●利用者数

年度 人

2019
入館者数 86,783

プラネタリウム観覧者数 46,134

2020
入館者数 41,046

プラネタリウム観覧者数 22,437

2021
入館者数 60,773

プラネタリウム観覧者数 37,120

2022
入館者数 93,035

プラネタリウム観覧者数 45,574

2023
入館者数 108,930

プラネタリウム観覧者数 42,607

2024
入館者数 99,341

プラネタリウム観覧者数 53,169

2025
入館者数 119,054

プラネタリウム観覧者数 59,390

B-3. おもてなし・受入体制の充実
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C. 関係施設の収益力向上



■年度別売上比較表

その他会計事業

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

熊本城 42,579,012 32,290,630 67,512,111 154,577,581 226,020,482 251,015,635 260,183,223

動植物園 54,881,625 25,748,974 38,626,041 85,422,437 87,481,761 80,620,902 82,461,153

博物館 6,782,039 2,879,701 5,896,079 12,391,618 20,296,745 9,426,502 14,118,473

湧水亭 0 0 478,671 603,459 466,524 3,415,562 3,689,227

事務所 19,156,916 11,135,191 18,336,421 22,621,140 29,231,466 19,598,797 20,799,526

合計 123,399,592 72,054,496 130,849,323 275,616,235 363,496,978 364,077,398 381,251,602



D. 協会運営



＜小事業名＞管理費法人【拡充】 ＜総事業費＞20,499,214円

＜事業概要＞
組織の成長と働きやすい環境づくりを目的とし、採用活動の強化や給与制度の見直しを行った。人材

確保と待遇改善を通じて、組織力の向上と持続的な成長を実現する体制構築を進めた。

（財源内訳）
・協会負担 20,499,214円

＜事業実績・効果＞
●新規プロパー職員採用活動
市からの事業移管や宿泊税の導入に伴い、業務量が増加することから、2024年度に引き続き新規採用

職員の募集を行った。採用にあたっては現職員の年齢構成の偏りを踏まえて20・30代を中心に採用した。
また、2025年度は初めて大手就職サイトと連携し、外部募集媒体を活用した採用活動を行った。

■募集区分及び人数：常勤職員、若干名
■応募資格：次の要件にいずれも該当する方
 （1）1986年（昭和61年）4月2日以降に生まれた方（2）高卒以上
■選考：次のとおり実施

■結果
新規プロパー職員として4名を採用（うち2名は嘱託職員として勤務）。なお、内定者6名のうち2名は内定辞退したもの。

＜課題・今後の展開＞
今後も世代間のバランスを保ちながら組織全体の活力を維持できるよう、引き続きプロパー職員採用を通じて今後の持続的な成長を図る。

日時 内容 参加者 通過者

第一次選考 2025 年7月22日（火）～2025年（令和7年）9月22日（月） 書類選考 51 46

第二次選考 2025年10月14日（火）～16日（木） 論文試験・面接による選考 28 9

第三次選考 2025年）10月31日（金） 面接による選考 7 6

協会の管理運営などの事業
D-1. 管理費法人



＜小事業名＞管理費法人（続き）

＜事業実績・効果＞
●2025年度の給与改定方針
・近年の物価上昇、熊本市職員の給与改定、民間事業所の賃上げ等の状況を総合的に勘案。
・新卒採用も視野に、初任給の引上げ、若年層に重点を置いた内容とした。加えて、収益事業の順調な回復により3期連続で黒字決算となっていることを考
慮し、2024年の水準を上回る改定を行った。

■常勤職員

■非常勤職員

＜課題・今後の展開＞
「人への投資」が職場全体の生産性を高めるということを念頭に置き、引き続き経済状況等を考慮しながら給与改定を検討していく。2026年度も約6％

の給与引き上げを実施。

協会の管理運営などの事業
D-1. 管理費法人

初任給 ・高校卒初任給（1級1号）  158,000円 → 183,600円 25,600円（16.2％）引上げ
・短大卒初任給（1級8号）  175,400円 → 203,700円 28,300円（16.1％）引上げ
・大学卒初任給（1級12号） 186,200円 → 212,000円 25,800円（13.9％）引上げ

賞与 ・期末手当の支給月数を 0.05月引上げ   2.0月 → 2.05月
・勤勉手当の支給月数を 0.05月引上げ   1.6月 → 1.65月

月給 ・嘱託職員 平均で18,730円引上げ
・販売員  10,600円引上げ（前年10月改定分と合わせると、18,300円の引上げ）

賞与 ・期末手当の支給月数を0.05月分引上げ   1.2月 → 1.25月
・勤勉手当の支給月数を0.05月分引上げ   1.0月 → 1.05月



＜小事業名＞協会広報事業【継続】（会員向け事業、機関紙発行） ＜事業費＞1,070,797円

＜事業概要＞
賛助会員・出捐企業向けのセミナーを開催。終了後はアンケートを回収し、内容に対する満足度や今

後の会員向け企画への要望などを調査した。
また、「くまもと観光コンベンションニュース」を年4回各1,000部発行。協会活動の周知や報告、コンベ

ンションカレンダー、イベント情報を発信し、賛助会員・出捐企業、その他関連企業に送付した。

（財源内訳）
・協会負担 1,070,797円

＜事業実績・効果＞

＜課題・今後の展開＞
会員向け企画を通じて、会員であることのメリットを感じていただけるよう努める。
機関紙は紙面構成や表現を工夫し、協会事業の意義や成果を分かりやすく発信するとともに、関係機

関との連携強化に繋がる広報誌づくりを進める。

セミナータイトル 内容 講師 日時 参加者

Z世代SNS運用代行講
師が教える！
Instagramマーケティン
グセミナー

最新のInstagramアルゴリズムの仕組み
やユーザーに見られる投稿、 来訪に繋が
る投稿のポイントについて、ワークショップを
交え解説。

Zuante代表 /
日本ワーク
パフォーマンス協会会員 
迫 優華 氏

2025年9月18日
14:00～16:00

26社
36名

会員向けセミナー＆交
流会

前半は当協会の事業報告及びユニバーサ
ルツーリズムに関するセミナーを実施。後半
は会員同士の交流の場を設けた。

NPO法人バリアフリー
ネットワーク会議理事長
親川 修 氏

2026年1月29日
14:00～16:15、
16:30～18:30

36社
53名

コンベンションニュース 内容（抜粋）

2025年7月 vol.25 Summer こどもガイド養成講座、特別版お城EXPOin松江出展、ポロシャツ＆Tシャツ販売

2025年9月 vol.26 Autumn Lux Night KUMAMOTO案内、江津湖花火大会ツアー、MICEシンポジウム

2025年12月 vol.27 Winter 特別版お城EXPOin熊本開催決定、GDS-Index受賞報告

2026年2月 vol.28 Spring 旅行会社招聘報告、MICE推進セミナー等、会員向けセミナー＆交流会報告

協会広報・情報発信などの事業
D-2. 協会広報事業
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